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赤色顔料を塗布 した弥生土器 (原寸大 )



和歌山市内には、旧石器時代から江戸時代に至るおよそ 400ケ所以上

にものぼる遺跡が確認 されています。それ らの遺跡は、私達の祖先の残

した貴重な文化遺産であります。近年、遺跡内での開発行為が盛んにな

り、遺跡が危機にさらされることも少なくありません。

当市におきましては、主に個人による開発に対処するため、平成 7年

度から国庫補助金・県費補助金により市内遺跡発掘調査事業を実施 して

います。

本書には、平成 9年度に実施 した西吉礼遺跡 と岡村遺跡の発掘調査の

成果を収めています。調査により、弥生時代から古墳時代にかけての土

器が多く出土 し、地域の歴史を考える上で良好な資料を得 ることができ

ました。この報告が、歴史解明に少 しでも寄与できれば幸いです。

最後になりましたが、調査にあたり御指導いただきました和歌山県教

育委員会及び発掘調査に御協力いただきました土地所有者の方々に深 く

感謝いたします。

平成 11年 3月 31日

和歌山市教育委員会

教育長 山 口 喜 一 郎
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西吉礼遺跡 発掘調査



1.調査に至る契機と経過

今回の調査は、和歌山市教育委員会が緊急発掘調査事業 として国庫補助金を得て実施 したものであ

る。調査原因は和歌山市吉礼 917番地において個人住宅建築工事が行われることになり、この工事現場

が『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』に記載 された周知の埋蔵文化財包蔵地である西吉礼遺跡

(遺跡番号 299)の 隣接地にあたるため、この工事に先立つ発掘調査が必要 となったものである.調査

は和歌山市教育委員会から財団法人和歌山市文化体育振興事業団が委託を受けて実施 した。調査地は

遺跡の南端部に位置する (第 1図、図版 1)c

遺跡の周円を概観すると、東倶1に は西吉礼遺跡と一連のものとみられる東吉礼遺跡が存在する。両

遺跡共に弥生土器の壺、甕、高杯などが採集 されており、弥生時代の遺物散布地として知 られている

が、今日まで発掘調査は行われておらず、遺跡の内容は明らかにされていない.今回の調査は当遺跡

の実態解明及びその範囲確認を目的としたものである.

調査は1997年 11月 18日 から11月 25日 までの期間で実施 した.

η多=:VI

第 1図 調査位置図
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2.位置と環境

和歌山市は和歌山県の北西端に位置 しており、北は和泉山脈を境として大阪府泉南郡岬町・阪南市、

東は和歌山県那賀郡岩出町・貴志川町、南は海南市に隣接 している地域である。

奈良県の大台ヶ原に源を発する紀 ノ川は、本市のほぼ中央を流れて紀伊水道に注いでおり、その過

程で運ばれた土砂によって形成 された沖積平野が和歌山平野である.今回調査を行った西吉礼遺跡は、

紀 ノ川南岸平野部の南東にそびえる岩橋山塊、その南側に長 くのびた丘陵の先端にあたる緩やかな斜

inの 上に位置する。南には大池付近に源を発する不Π田川が西流 しており、和歌川 と合流 して和歌浦湾

に注いでいる (第 2図 )。

周辺の遺跡を概観すると、まず旧石器時代では、調査地から南東約 2 kmの 頭陀寺遺跡や岩橋丘陵の

山中の寺内においてナイフ型石器が採集 されている.ま た、紀 ノ川北岸の山麓部に位置する鳴滝遺跡

や西 ノ庄地区遺跡からもナイフ型石器が出土 している。

縄文時代の遺跡では、緩斜面上に位置する吉礼貝塚や鳴神貝塚・禰宜貝塚が知 られている.吉礼貝

塚は西占礼遺跡の西傾1に 隣接する遺跡で、縄文時代前期から中期の上器が採集 されている.国の史跡

に指定 されている鳴神貝塚からは縄文時代中期から晩期の_L器が多く出土 している.そ の貝層に海水

産の貝殻が多くみられることから、当時は岩橋山塊西麓あたりまで海岸線が延びていたものと推沢|さ

れる。

弥生時代になると遺跡の数は増 し、平野部に集落が展開するようになるこ弥生時代前期から営まれ

る代表的な集落 としては、和歌山平野の中央部に位置する太田・黒田遺跡が挙げられる。この遺跡は

弥生時代前期から中期を中心とした集落遺跡であり、竪穴住居や土坑墓、丼戸、清等の遺構や、銅鐸、

多量の弥生土器などが検出されている。また、和歌山市と海南市の境界付近を流れる亀 ノ川の下流域

には、大田・黒田遺跡 と共に県内最大級の集落遺跡である岡村遺跡が縄文時代後期から引き続 き営ま

れる。弥生時代中期末から後期の遺跡としては、調査地から南へ約 2.5 kmの 不Π歌山市と海南市の境界 L

に滝 ヶ峯遺跡が存在する。これは標高 100m前後の小山塊 上に存在する高地性集落遺跡であり、竪穴住

居の一部や岩盤を掘削 した空濠等が検出されている。

古墳時代では、引き続 き平野部を中心に集落が営まれる。花山丘陵の西倶1に 展開する鳴神遺跡群で

多数の方形竪穴住居跡が検出されているほか、調査地から東へ 1.5 1tlllの 丘陵の麓、盆地との境に位置す

る平尾遺跡でも、古墳時代中期後半から後期前半の方形竪穴住居跡が合計 14棟検出されている。墓域

は、秋月遺跡の前方後円墳のように集落の周辺部での築造であったものが、岩橋山塊などの山麓に移

り、のちには岩橋千塚古墳群などの大規模な古墳群が形成 されていくものと思われる。また調査地か

ら約800m北の丘陵部に位置 している吉礼砂羅谷窯跡において、古墳時代の須恵器・埴輪を焼成 した害

窯が少なくとも 5基以上存在することが報告 されている。

歴史時代になると、秋月の地に鎮座する日前 。国懸両神社がすでに日本書紀に記 されるが、この 日

前宮から亀川流域にかけての一帯は、条里制土地区画の痕跡を良好に留めている地域である.県内で

も最大規模 をもつこの条里は河南条里 と呼ばれており、その条里地割は遺跡の周辺にも及んでいたと

推定 されている。

―
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3.調査の方法と経過

(1)調査の方法

調査は個人住宅建築工事予定範囲内において、

東西 2.5m、 南北 10mの約 25m2の 調査区を設定 して

実施 した (第 3図 ■

調査の方法 として |ま 表土以 下第 3層 まで重機掘

削 を行ったのち、還薦の調査を人力掘肖1に よって

行った
[

遺構の掘削については、基本的に土層堆積観察

用のベル トを直行するライン上に設け、記録保存

としてベル ト及びベル トに相当する壁面の写真撮

影、実測図等の作成 を行った。土層の色調及び土

質の観察については、農林水産省農林水産技術会

議事務局監修『新版標準土色1帳』を用いた。

図面による記録に関 しては、調査区に沿 った任

意の基準 ラインを設定 して平面実汲1を 行い、磁北

により方位 を示 した。また、平面実汲1図及び土層

堆積状況図は1/20の縮尺ですべて手実浪1で作成 し、

遺跡の水準は国家水準点を基準とした。

(2)調査の概要

調査地の基本的な土層堆積状況は、現地表であ

る現代の整地上が約70～ 80 cmの 厚みを持ち、第 1

層 (7.5YR5/3(に ぶい黄褐)シ ル ト)が約 5 cm、

第 2層 (10YR5/1(褐灰)シ ル ト)が約 20 cmの 厚

さで堆積 す る。 その下 の堆積 と して は第 3層

(10YR4/1(褐 灰 )粘 土 )が 約 20 cm、 第 4層

(5YR4/4(に ぶい赤褐)細砂)が 0～ 15 cm、 第 5

層 (10YR5/3(に ぶい黄褐)細砂混シル ト)が約

20mの厚 さで堆積する。また調査区東側において

一部深 く掘削 した結果、第 6層 (2.5Y5/1(黄 灰 )

粘土)が約 30 cm、 第 7層 (10YR6/1(褐灰)粘上 )

が 5 cm以 上の厚 さでみられた。 (第 4図 )。

第 1層 は調査区北側にのみ堆積するもので、第

2層 は中世の遺物の包含層である。耕作土である

第 3層 は奈良 。平安時代の遺物 を包合 してお り、

住 宅

/

L=300m

L=2001m

第 3図 調査地周辺図

10YR5,4(に ぶい黄褐 )シ ルト

7 5YR5/3(に ぶい黄褐 )シ ルト

10YR571(褐 灰 )シ ルト

10YR4/1(褐 灰 )粘土

5YR4/4 (に ぶい赤褐 )糸田砂

10YR5,3(に ぶい黄褐 )細砂混シルト

25Y5/1(黄 灰 )粘土

10YR6/1(褐 灰 )沐占土

調査地土層柱状模式図

整地土

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 4図
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一

３

一
４

一

５

一

６
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この第 3層掘肖1後 の第 4・ 5層上面において古墳

時代後期から奈良時代 までの遺構を検出 した。第

4層 は北側にのみ堆積するもので、第 5・ 6層 は

弥生時代の遺物 を包合 している。特に第 5層 にお

いて大量の弥生土器が出土 した。なお、第 7層 は

無遺物層であることを確認することができた。

4.遺 構

遺構は第 4・ 5層上面において検出した清 3条

で、SD lと SD-3は 古墳時代後期、SD-2は 奈良時

代のものである (第 5図 、図版 1・ 2)。 遺構面の

標高は2.2～ 23mを波1る 。以下に説明する。

[SD-1]

調査区南半分において遺構の北側肩部を検出した。

検出幅約 7m、 検出長2.5mを沢1る 大溝である。遺構

の東半分を約 50 cmほ ど掘 り下げたが、完掘には至ら

なかった。土層堆積状況について現状で14層に分層

することができた (第 6図、図版 2)。 出土遺物の中

には弥生土器もみられるが、これは第 5層に包含さ

れている遺物が流れ込んだものと思われる。上層か

らの出土遺物には陶邑編年¶貶09～ 217型式の範疇

に含まれる須恵器が出土 していることから、SD-1

は 7世紀前半までには埋没 したものと考えられる。

[SD-3]

調査区南倶1の SD-lL面 で検出 したものである

(第 6図 、図版 2)。 SD lの第 1層の上面から切り

N

L=250m

可
旧
＝
――
‐１
１
円
岡
田
Ｊ

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

層

層

層

層

層

層

層

層

層

一弔

一弟

｛弟

一弟

一弟

埜弟
一弟

一弟

一弔

7 5YR5/3(に ぶ́い褐 )粗砂混シルト

10YR5/1(褐 灰 )粗砂

7 5YR4/1(褐 灰)シルト

10YR6ノ 1(褐 灰 )粗砂

25Y5月  (黄灰 )粗砂

10YR5,1(褐 灰 )粗砂

5YR5/8 (明 赤褐 )粗砂

2 5YR5,1(黄 灰 )シ ルト混粗砂

10YR4′ 1(褐 灰 )粗砂混シルト

第 10層  2 5YR612(灰黄 )粗砂

第 11層  5Y5,1  (灰 )シ ルト混細砂

第 12層  25Y6/2(灰 黄 )粗砂

第 13層  10YR4,1(褐 灰 )シ ルト混粗砂

第 14層  25Y5/2 (暗 灰黄 )粘土

SD 3  5Y5,1 (灰 )シ ルト

第 6図  SD-1・ 3土層断面図

|

第 5図 遺構平面図

L     __コ

(調査区東壁)
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込む小溝で幅 60 cm、 深 さ20 cm、 検出長約 2.5mを汲1

るこ単層の堆積であり、流路方向は底面の標高か

ら西か ら東 と思われ るc出 土遺物 には陶邑編年

TK209～ 217型式の杯蓋がみられることから、SD-1

埋没直後のものとみられる。

[SD-2]

調査区北端で検出 した ものである。検 出幅約

1.8111、 深 さ約 30 cm、 検出長約 2.4mの規模を波1る 清

である.七層堆積状況について 2層 に分層するこ

とができた (第 7図、図版 3). L層 からは 8世紀

前半の所産とみられる須恵器の破片が出土しているc

A

L=250m

25Y5,2(暗 灰黄)粗砂混シルト

5Y571  (灰 )シ リレト

第 7図  SD―

物

遺物は、弥生時代の上器・石器、占墳時代の須恵器・土師器、奈良時代の須恵器や中世土師器、備

前焼が出tし ており、その他自然遺物 として獣骨、馬の歯、炭、流木、桃の種子などがある.そ の量

は遺物収納箱 (コ ンテナ)に 12箱 を数える.

以下、主要な遺物について時期毎に分類 して記述 し、その中でSD-1を 遺構一括出土資料としてまと

めた。また、石器は最後に記述する。

(1)弥生時代中期の遺物 (第 8図 1～ 10、 図版 4)

1は国径 16.8 cmを 波1る 直口壺の回縁部である。断面三角形の突帯を貼 り付け、その上方に波状文を

施している。内面はナデにより調整 されており、回縁端部は内倶1に肥厚 させ段を持たせている。

2は広口壺の回縁部である。回径 31.O cmを波1る 。垂下部には幅狭の凹線を多条に施 した後に、直径

約 1.6 cmの 円形浮文を張 り付けている。また口縁上端部には櫛描列点文、頸部には波状文を施 して加飾

している。

3・ 4は甕の回縁部で、共に回縁部を肥厚 させるタイプである。 4は外面にタタキ調整を施すもの

で、口縁部はナデによって仕上げている。口径は 3が 26 6cm、 4が 32.8 cmを 汲1る 。

5～ 7は底部であり、底径はそれぞれ 6.8 cm、 8.4 cm、 7.O cmを 測る。 6・ 7は縦方向のヘラケズリ調

整が施 してあることから、紀伊型甕の底部とみられる。

8・ 9は鉢の口縁部で、回径はそれぞれ 25.8 cm・ 24.5 cmを 沢1る 。共に回縁を内側に肥厚 させ端部に

面を持たせ、口縁部下に凹線文を 1条施 しているc8は体部には縦方向、回縁部には横方向のヘラミ

ガキ調整 を施 し、その変換点で稜をなしている。 9の外面は横方向のヘラミガキ調整であり、内面は

8・ 9と もナデによる調整である。

10は 高杯である。脚部には径 6 mm程度の円子Lが 3個 1組で計 12箇 所に穿たれている。外面には縦

方向の、内面には横方向のヘラケズ リ調整が施 され、端部はナデにより上下に肥厚 させて調整 されて

いる。底径は 15.O cmを 沢1り 、外面は明褐色に発色する。

層

層

一弗
一弟

0         1m
L――――――‐ ―――― J

2土層断面図

湮爆
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「              /9

第 8図 遺物実測図 1

以上の遺物は紀伊第Ⅲ～IV様式に併行するもので、出土位置は

2・ 4・ 6・ 7・ 10が第 5層である。

0                     10cm
卜____―

5 ・ 8 ・ 9が SD-1、  1 ・ 3が SD-2

(2)弥生時代後期の遺物 (第 9図 11～ 21、 図版 4)

11～ 13は広口壺の回縁部である。11は 回縁垂下部に 5条の凹線文を施 した後、円形浮文を張 り付け

るもので、浮文は竹管の押圧により加飾 されている。また、頸部上位にはヘラミガキを密に施す。口

径 11.6 cnlを 波1る 。12は 回径 24.8 cmを波1る もので、日縁の垂下部は短 く断面三角形状を呈する。口縁外

端面には凹線 を三条巡 らした後、竹管文を密に施す。13は 回径 25.O cmを浪1り 、頸部にハケ調整を施す

ものである。

14は 回径 15.8 cmを 測る短頸壺である。体部にはタタキが明瞭に残 り、頸部にはハケ調整、上方に肥

厚 させた回縁端部には 3条の凹線文を施す。体部中位には上下 2段の刺突痕がみられ、これが等間隔

で平行に施 されていることから、周囲を巡っているものと思われる。

15～ 17は甕の回縁部である。15は体部外面をタタキの後ナデ、内面をハケにより調整 している。16

は外面は斜め方向、内面は横方向のハケ調整がみられ、回縁端部には刻目を施す。17は体部をタタキ、

-7-
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第 9図 遺物実沢]図 2

頸部を強いナデによって調整 してお り、口縁部は指頭による調整で屈曲 させた後に端部に刻 目を施す。

口径はそれぞれ 12.6 cm、 17.O cm、 17.O cmを 測る。

18～ 21は底部であり、底径はそれぞれ 5.6 cm、

れることから甕の底部とみられる。

以上の遺物は紀伊第V様式に併行するもので、

2、 11・ 13・ 17・ 21が 第 5層である。

5,7 cm、 4.5 cm、 4.6 cmを 波1る 。19～ 21は タタキが施さ

出上位置は15。 18が SD-1、 12・ 16・ 19・ 20が SD―

(3)古墳時代の遺物

[SD-1出土遺物](第 10図 22～ 32、 図版 5)22～ 29は須恵器である。22・ 23は蓋で、それぞれ口

径 13.6 cm、 器高 3.7 cm、 回径 14.6 cl■ 、器高 4.6 cmを 沢1る 。共に天丼部約 1/3の 範囲に回転ヘラケズリ調整

を施 し、22は天丼部にヘラ記号をもつ。24は高杯の杯部で、日径 14.O cmを 汲1る ものである。これらは

陶邑編年のTK209型式に比定でき、 6世紀末から7世紀初頭のものと考えられる。

25は台付鉢である。回径 23.6 clll、 底径 13.O cm、 器高 10.O cmを 汲1る 。口縁部及び内面は回転ナデ調整

であり、底部から約1/2を カキメ調整を施 した後、脚部をナデにより貼 り付けている。焼成はやや軟質

で淡灰色を呈する。

26は 鼠 である。胴部径 10.2 cmを 波1る もので、底部の外面には不定方向のナデが、内面には刺突によ

る調整がみられる。27は平瓶である。口径 5.4 cm、 底径 9.8 cm、 胴部径 16.2 cm、 器高 12.9 cmを 波1る 。底

-8-
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部には回転ヘラケズ リ調整、体部の上半分にはカキメ調整が施 されており、回縁部はカキメ調整の後

に穿孔を施 し、ナデによって貼 り付けられている。これらは共に陶邑編年TK209～ 217型式の範疇に合

まれるものである。

ヽ
ィ

第 10図 遺物実測図 3
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28・ 29は甕である。28は体部の破片で、外面はタタキの後カキメ調整が、内面には「車輪文Jの 当

て具痕が観察できるものである。器壁の厚 さは約 6 mmと 薄 く、胎土は精緻で灰白色に発色 している。

29は 口径 19.O cmを浪1る 。外面はタタキの後カキメ調整、内面は当て具痕 をナデ消 しており、回縁部に

|よ
へヽラ言己号がみられる。

30～ 32は土師器である。30・ 31は甕であり、回径はそれぞれ 22.2 cm、 36.O clllを 波1り 、共に体部外面

及び口縁部内面にハケ調整を施す。また31は口縁部外面に粘土を貼 り付け、厚みを持たせている。

32は高杯脚部である。内外面は回転ナデによる調整で、須恵器技法を用いて製作 されている。底径

は11.l cmを 波1る 。

[そ の他の出土遺物](第 11図 33～ 39、 図版 6)33～ 38は須恵器である。33～ 35は蓋であり、33は

回径 13.8m、 器高 3.8 cm、 34は 口径 11.6 cm、 器高 3 9cm、 35は 回径 9.6 cm、 器高 3.2 cmを 波1る 。33は天丼

部の約 1/2、 34・ 35は約 1/3の範囲に回転ヘラケズリ調整を施す。36は口径 13.7 cmを 測る杯身である。

以上の遺物は陶邑編年の¶餓09～ 217型式に比定できる。

37は甕の回縁部である。口径は 18.7 cmを 浪1り 、日縁端部はやや垂下 させて面を持つ。38は壺の底部

である。底径 9.9 cl■ を測る。底部は回転ヘラケズリ調整を施 した後に脚を貼 り付けている。

39は土師器の小型丸底壺である。口径 9.O cm、 胴部径 9.2 cm、 器高 7.7 cmを 沢1る 。底部は手持ちによる

ヘラケズ リ調整が施 される。

以上の遺物の出土位置は、38が SD-2、 33が SD-3、 34～ 37・ 39が第 5層である。

(4)石器 (第 12・ 13図 40～ 46、 図版 6)

40はサヌカイ ト製の有茎式石鏃である。長さ3.5 cm、 幅 2.5 cm、 厚さ 5 rllllllを 浪1り 、重量は2.75gで ある。

41～ 44は叩石である。41は花商岩質の石材を使用 したものである。節理により全体の約 1/2を 失っ

ている。中央やや右寄 りに敲打による楕円形の凹みが深 さ 6～ 7 mmの 規模でみられる他、凹みの周

0                      10Cm

第 11図 遺物実測図 4
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囲や上下左右の端面 も敲打に使用 している。長 さ13.8

cm、 幅 6.6 clllで 重量は570gを量る。42・ 43は砂岩製で、

色調は共に青灰色を呈する。42は先端部及び両側縁を、

43は両側縁 を敲打に使用 している。また共に磨痕が認

められることから、磨石 との複合石器であるといえる。

法量は42が長 さ4.6 cm、 幅 4.6 cm、 厚 さ3.2 cm、 43が長 さ

10.2帥 、幅 6 6cm、 厚 さ2.O chを波1り 、重量はそれぞれ

160g、 200gを 量る。44は花同岩製で、灰白色 を呈する

ものである。形態か ら石棒 を転用 したもの と思われ、

その上下面を敲打に使用 している。直径 5.6 cm、 高 さ4.9

cmで、重量は350gで ある。

45・ 46は結晶片岩製の磨石である。共に両面及びその縁辺部に磨痕が顕著に認められる。法量は45

が長 さ10.9 cm、 幅 10.3 cm、 厚 さ1.7 cm、 46が長 さ11.5 cm、 幅 9.l clll、 厚 さ2.O cmを 波1り 、重量はそれぞれ

330g・ 360gで ある。

以上の遺物の出土位置は、43が SD-1、 42が SD-3、 40・ 41・ 44～ 46が第 5層である。

降

― 0                        5cm

第 12図 遺物実測図 5

第 13図 遺物実測図 6
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6.まとめ

西吉礼遺跡は、壺・甕等の弥生土器が採集 されていることから『和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地

図』に弥生時代の散布地 として記載 されているが、これまで発掘調査が行われたことがなくその実態

は不明であった。

今回の発掘調査の結果、古墳・奈良時代の遺構やそれに伴 う多くの遺物が出土 し、下層の包含層か

らも多量の弥生土器が確認できた。中でもSD-1は 幅 7m以上を汲1り 、東西の方向性を持つ大規模な満

であり、埋土からは須恵器・上師器等の土器類の他に、石器・馬の歯・流木などが出土 している。特

に下層の粘土層からは流木が大量に出土 しており、遺構の規模や堆積状況 も含めて考えると旧河道の

可能性が高い。また第 6・ 7層 は共に軟質の粘土層であり、調査区周辺はSD-1以前にも河川の氾濫原

であったと思われる。

次に出土 した遺物 を観察すると、第 5層 に包合 されている弥生「L器は紀伊第Ⅲ～V様式併行期のも

のであり、これらの上器を使用 した弥生時代中～後期の集落が周辺に展開していたと思われる.こ れ

に引き続 く時期の遺物は今回の調査では確認 されていないが、古墳時代後期にはSD-1か ら7世紀初頭～

前半を中心とする遺物が多く出土している。また周囲の地形から、SD lの 流路方向は東から西であっ

たと想定できることから、この時期の集落の中心はその上流、つまり東側であった可能性が高い。

これまで西古礼遺跡は弥生時代の散布地 とされていたが、今回の調査によって弥生時代中～後期の

遺物包含層を確認 した以外に、占墳・奈良時代の遺構を検出できたことは大 きな成果である。調査地

は遺跡地図上では南倶1縁辺部にあたるが、当該地においても多量の土器が出上することは、遺跡の範

囲はさらに南側に広がるものと思われる。また特殊な遺物 として、車輪文の当て具痕を持つ須恵器甕

や台付鉢が出上 しているが、前者は大阪府陶邑古窯ll「群、後者は鳴神 V遺跡において少数ながら類例

が認められるものである。西吉礼遺跡北側の丘陵部に位置する吉礼砂羅谷窯跡群 との関係なども含め

て、今後注 目されるところであろう。

【参考文献】

F和歌山県埋蔵文化財包蔵地所在地図』 利歌山県教育委員会 1996年

F嗚神V遺跡発掘調査概要報告書』 (員オ)和歌山市文化体育振興事業団 1994年

‐
古代窯業史の研究』 中村浩 柏書房 1985年
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岡村道跡 第 2次調査



1.調査に至る契機と経過

岡村遺跡は、和歌山市と海南市の境

界付近を流れる亀ノリ‖ド流に位置する。

遺跡は、亀ノリ||を はさんで東西約 700m、

南北約 600mの範囲で和歌山市本渡と

海南市岡田に広がり、縄文時代から,I戸

時代に至る複合遺跡として知られてい

る (第 1図).本遺跡の調査は、昭和 52

年度以降、(財 )和歌山県文化財センター

や海南市教育委員会などによって実施

されている。これらの発掘調査におい

て、縄文時代の満、弥生時代の竪穴住

居、清、上坑、古墳時代の竪穴住居・満、

中世の井戸、近世の石IEな どの遺構や

弥生時代の土器・石器の他、本器や銅

鐸型土製品などの遺物が出上している。

本遺跡周辺の遺跡をみると、弥生時代

では薬勝寺遺跡、和歌山市から海南市

にまたがる滝ヶ峰遺跡、海南市倶1では亀

川遺跡、且来 Ⅲ・V遺跡などがあげられ

る。古墳時代には和歌山市から海南市

にまたがる山崎山占墳群、海南市側で

は且来 IV遺跡、室山古墳群などがあげ

られる。

今回、この周知の埋蔵文化財包蔵地

(遺跡番号395)で ある岡村遺跡の範囲

内にあたる本渡 101番地において、盛t

工事が実施されることになった。このた

め、和歌山市教育委員会が緊急発掘調

査事業として国庫補助金 を得たもので

ある。現地における発掘調査は、同市教

育委員会から財団法人和歌山市文化体

育振興事業団が委託を受け実施したも

のである。本調査地は標高 5.5～ 9.Om

を浪1る 沖積平野上にあり、遺跡の北部に

相当する (第 1図 )。

0

|_
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2.位置と環境

和歌山市は、和歌山県の北西端に位置 し、南は海南市に隣接 している。今回調査 を行った地点は、

和歌山市南端のほぼ中央部に位置する。調査地の南側に位置する亀の川は、海南市の長峰山脈北斜面

の海老谷に源を発 し、下流域において和歌山市と海南市の境を流れる延長約 14k■ の小河川である。こ

の川が現在のような流れになったのは、宝永 7(1710)年 の河川改修によるものであり、新川 とも称

されたと「続風土記Jに は記 されている。旧流路は且来地区より北西に流れ、和歌山市本渡の丘陵南

裾から蛇行 しながら山崎山の北東裾を西流 し、紀三井寺から曲流 して和歌川に合流 していたとされる。

当河川中流の河谷では小規模ながら河岸段丘が形成 され、下流においては、東西約 3 km、 南北約 lk皿

の沖積平野 (亀川平野)力 広`がっているc今回調査を行った岡村遺跡は、この沖積平野を流れる旧亀の

川中流域南岸に形成された標高約 7.5mの微高上に立地し、調査地は、遺跡の北東部に位置する(第 2図 )。

次に周辺の遺跡をllk観 すると、縄文時代においては、海南市野上谷の日方川流域から貴志川の河岸

段丘にかけて、縄文土器及び石器の分布が多くみられるが、海南市小野 ELl東 では有舌尖頭器が採集 さ

れ、すでに草創期に人々が生活 し始めていたことが知 られる。続 く早期から前期にかけては、鰹田池

遺跡から石鏃や石錘などの石器が採集され、また前期から中期の遺物が採集 された亀池遺跡などが知

られている。また責志川中流域北岸の河岸段丘上にある満の口遺跡は、多数の柱穴や炉跡、配石遺構

が検出された遺跡であり、後期の上器、土偶、耳栓、石器などが出上 している。このほか、亀川平野

の南側に位置する城 ヶ峯丘陵の南山麓を流れる日方川流域の鳥居遺跡からは後期の上器・土偶・石器

などが採集 されている。

弥生時代には、亀の川中流域に亀川遺跡、且来 Ⅱ・V遺跡が展開する.亀川遺跡からは、中期から

後期にかけての竪穴住居や中期の方形周満墓などが検出され、周満墓からは鉄製の釣針や鈍などが出

土している。日方川中流域に位置する大野中遺跡からは、弥生時代の竪穴住居 1棟 と浅い満などが検

出 された。また、後期になると、亀の川北岸の標高 80mの 魔陵に、高地性集落 として知 られる滝 ヶ峯

遺跡などが位置 し、竪穴住居の一部などが検出されている。

古墳時代では、平野に数 ヶ所の集落遺跡がみ られ、和歌山市域である亀の川北岸においては弥生時

代から続 く滝 ヶ峯遺跡、薬勝寺遺跡などが知られる.ま た、南岸においては]^来 IV・ Ⅵ遺跡が展開し、

竪穴住居などが検出されている。

また、この地域の墓域は、亀の川南岸の丘陵に山崎山古墳群などが造られている。この山崎山古墳群

は14基の群集墳であり、中でも 5号墳は全長45mに及ぶ海南市内唯一の前方後円墳である。この占墳の

埋葬施設は、礫棺[に納めた割竹形木棺であり、鉄剣、銅会Jな どが出土 している.こ のため、流域を支配

した首長を葬ったと考えられている.し かし、 6 tu紀後半に古墳築造の中心は、山崎山から両方の室山

古墳群へと移行 していく。室山占墳群には 7基の古墳が築かれており、これらの内 1・ 2号墳は、渡来

系氏族である紀氏の墓域とされる紀ノ川南岸の岩橋千塚古墳群 と同様、玄室前道をもつ「岩橋型」の横

穴式石室であり、石棚、石梁を備えるものである.当地の後期古墳は、岩瀬千塚占墳群と比較するなら

ば構造などに類似 した要素がみられることから、古墳時代前期には亀の川流域の独自性をもつものであっ

たが、後期には岩瀬千塚古墳群を築いた勢力圏の影響を受けるようになったものと考えられている。

歴史時代では、和歌山市においては白鳳期創建の薬勝寺跡が知 られる。この遺跡境内の薬師寺付近



からは、奈良時代前期の瓦が採集 されている.ま た、海南市側においては古墳時代からの集落である

且来Ⅵ遺跡が挙げられ、 7世紀から8世紀初頭の掘立柱建物群が検出されている。このほか、当遺跡

周辺は旧亀の川南岸一帯に広がる条里制土地区割りの痕跡を良好に留め、亀川条里と称 されている。

【参考文献】

和歌山市市史編纂委員会  『利1歌山市史』第1巻 和歌山市 1991年

利J歌山県県史編纂委員会  『和歌山県史』考古資刑編 和歌山県 1983年

中野榮治  「紀伊国の条 EL制』 古今書院 1989年
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1 岡村遺跡 織 文～ 奈良 8 竜ヶ皐古ザttl 古 坦 15 日来Ⅲ遺跡 縄 文

業勝寺遺跡 」T生 ) 滝 ,革 遺 跡 」i牛 16 LL来 Ⅳ遺助:
lf墳

3 葉 勝寺 跡 奈良～平安 0 室山占墳群 占墳 1 且米 V ttltJ「 弥 十

4 薬勝寺 1遺助i 弥生～奈lt 1 山崎山古墳群 古l貴 18 日米Ⅵ遺跡 リホ生～奈良

本渡遺 l li 古墳～平安 岡本」八幡宮古J菖群 占ザ〔 19 岡 |」 占墳 群 f゙l責

6 仁リトi7遺 lY l iキナ貢
`

且来 T tt177 縄 文 20 亀川遺跡 弥生～占墳

薬勝寺南山古墳群 古墳 4 日米 Π遺跡 晰 :′
| 1 日米城lll 中世

第 2図 調査地周辺遺跡分布図
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3.調査の方法と経過

(1)調査の方法

今回の調査は、岡村遺跡の範囲内で盛土工事が行われることとなったため、この工事予定範囲内に

おいて、1998年 2月 16日 から3月 19日 の期間で面積約 132m2の調査を実施 した。まず工事予定範囲南

側において南北約 6m、 東西約 15m、 面積約 90m2の 調査区を設定 し、第 1区 と呼称 して 2月 16日 から

3月 10日 の期間で調査を行った。この調査において、調査区東壁面の土層観察を行い、畦畔状の堆積

を確認 したことから、調査区北側に水田遺構が展開 している可能性が考えられた。このため、第 1区

に隣接 した北側に南北約 6m、 東西約 7m、 面積約 42m2の 調査区を設定 し、第 2区 と呼称 して 3月 13

日から19日 までの約 2週間の期間で実施 した (第 3図 )。

調査は、地表面 (耕作土)か ら第 4層 (中世遺物包含層)ま で機械掘削を行い、第 5層以下を人力

によって掘削 した

土層の色調及び土質観察については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 『新版標準土色帖』

を使用 した。次に図面による記録は、調査区外北東隅に仮原点 (NSO.EWO)を 設け、原点から南をS、

西をWで示 し、このラインを基準に 実浪1図 の作成を行った。遺構平面実波1図及び調査区壁面の土層

堆積状況実測図については1/20の縮尺で全て手実汲1で実施 した。また遺跡の水準は、国家水準点を基

準とした。

o                              20m

第 3図 調査地周辺図
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(2)調査の概要

調査地は畑地として利用されており、地表面の標高は約 7.2～ 7.4mを浪1る 。以下、調査地の基本的な

土層堆積状況について記述する (第 4図 )。

現地表面である耕作土 (第 1層 。10YR4/4(褐 )粗砂混シル ト)が、 5～ 30 cm、 床土 (第 2層 ・

ЮⅥM/3(に ぶい黄褐)粗砂混シル ト)が約 10 cmの厚さで堆積する。その下の堆積は旧耕土とみられる堆

積の第3層 (2n′5/3(黄褐)粗砂混シル ト)が 10～ 20 cmの厚さで堆積しており、小礫を多く含んでいる。

第 4層 (25Y5/1(黄 灰)シル ト)は中世の遺物包含層で、約 20 cmの厚さで堆積しており小礫を多く含む

ものである。第5a層 (5Y3/2(オ リーブ黒)粗砂)は 10 cm、 第5b層 は (2.5Y5/3(オ リーブ褐)粗砂 c/Jヽ礫を

含む))は約 10 cm、 第5c層 (2.5Y4/3(オ リーブ褐)粗砂)は約 10 cmの厚みで堆積しているが、これらは

堆積状況の観察の結果、河道の氾濫によるものであり、古墳時代後期のものと考えられる。第 6層

(7.5Y3/2(オ リーブ黒)粗砂)は 50 cm以 上で堆積 しており、この層上面が遺構面である。第 7層

(50“ /1(オ リーブ灰)シル ト)は 20 cm以 上、第 8層 (7.5Y5/2(灰 オリーブ)粗砂)は 10 cm以上、第 9層

(10G5/1(緑 灰)シ ル ト)は 30 cm以上の堆積を確認した。第 6層 から第 9層 までは、東から西に向かって

緩やかに傾斜して堆積しているほか、遺物を出土しないことから自然堆積層と考えられる。

遺構については、調査区の東債1に おいて大溝 (SD-1)を 検出した。この大清は、弥生時代中期の河

道とみられ、これより西側において同時期の遺構である清 1条 (SD-2)、 土坑を5基検出した。また

大清 (SD-1)がほぼ埋没した上面において弥生時代後期の水田遺構を検出した。しかし、この水田遺

構は古墳時代前期に河道の氾濫を受けて大部分を肖1平 されている。

E

――――L=700m

―一――L=650m

W

1

2

3

4

5a
5b
5c

6
7

8

9

10YR4た (褐 )粗砂混シルト

10YR4/3(にぶい黄)粗砂混シルト
25Yフ3 (黄褐)粗砂混シルト(4ヽ 礫を多く合む)

25Y5/1(黄褐 )シ ルト  (小 礫を多く含む)

5Y32  (オ リーブ黒)粗砂
25Y5/3(オ リーブ褐)IE砂  (4ヽ礫を含む)

25Y4/3(オ リーブ褐)粗砂
75Y3/2(オ リーブ黒)粗砂
5GY6/1 (オリーブ灰 )シ ルト

75Y5/2 (灰 オリーブ)粗砂
10G留 1 (緑灰 )シ ルト

第 4図 調査地土層柱状模式図

1

3

6

7
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〕遍4ロ 構

遺構は第 4層下面において、弥生時代中期から後期にかけてのものを検出することができた。調査

区の東側で検出した大清 (SD-1)は、中期後葉の河道とみられ、中期末から後期前葉にかけて河道が

ほぼ埋没 した後に水田化 されたものと考えられる。調査区西側では、弥生時代中期の清 1条 (SD‐ 2)、

土坑 5基 (S(1～ 5)を検出した。これらの他に、西側において河川氾濫に伴い形成 されたとみられ

る弥生時代中期の落ち込み状の堆積 6■ 1・ 2・ 3)を確認することができた。このほか調査区北東

側において、古墳時代前期の河川氾濫に伴い形成 されたとみられる落ち込み状の堆積 (第 5c層)を検

出した。これは、河川氾濫に伴 う一時期の流路であるとみられ、調査区内において水田遺構の大部分

を削平するものである。検出規模は、幅約 5m、 長 さ約 6.5m以上、最深部で約 20 cmを波1る 。埋土内か

ら庄内式～布留式併行期とみられる遺物が出上 した。遺構面の標高は約 6.5mを 汲1る 。以下、時代順に

主要な遺構を説明する。

(1)弥生時代中期の遺構

弥生時代中期の遺構のうち中期中葉とみられるものは、S(3～ 5、 鋳 3、 中期後葉のものは、SD―

1・ 2、 SK l・ 2、 SX l・ 2で ある。以下、時期別に記述する。

[S(3]

調査区の南西隅において検出した不整円形の土坑である。東西長 2.2m以 上、南北長 2.2m以上t最深

部は約 20 cl■ の規模を測 る。この遺構からは、中期中葉 とみ られる甕が、口縁部を南側、底部を北側の

方向に向けた状況で出上 した。

[SK 4]

調査区の西壁際の中央部において検出 した土坑である。東西長 30 cm以 上、南北長 90 clll以 上、最深部

は約 14 cmの規模を波1る 。

[SK 5]

調査区の西南部の壁際にそって検出した土坑である。東西長約 50 cm、 南北長 40 cnl以 上、最深部は約

14 cl■ の規模を波1る 。この埋土内から、中期中葉 とみられる壺が、頸部を北東方向、底部を南西方向に

向けた状況で出土 した。

[SX 3]

調査区西側において検出した遺構であるが、河川氾濫に伴 う堆積とみられる。東西 2m以上、南北

6m以上、深 さ10～ 30cllの規模を波1る 。埋土からは中期中葉の壺などが出土 した。

[SD-1]

調査区東側 において検出 した南東方向に延びる大満である。検出規模 は、幅 7m以上、最深部約 40

cm、 長 さ約 14mを 浪1り 、東側 に広が りをもつ溝である。土層の堆積状況 は 3層に分層す ることがで き

た。最下層から中期後葉 とみ られる遺物が出土 した。

[SD‐ 2]

調査区西側の北西か ら南東 にかけて検出 した小流路である。平面 プランは不定形 な弧 を呈 し、検出

長約 6m、 幅 0.8～ 2m、 最深部約 30 clnの規模 を汲1る 。この流路方向は、底面の標高差か ら南方向か ら

-18-
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第 5図 遺構全体平面図

0                4m
ト      

ー

北方向とみ られる。単層の堆積であり、埋土内から中期後葉とみられる遺物が出土 した。また特殊な

ものとしては、赤色顔料が塗布 された壺がある。

[SK l]

調査区のほぼ中央部の北壁に沿って検出 した土坑である。検出した規模は、東西長 1.6m、 南北長 70

cm以上、最深部は約 14 cmを 波1る 。埋土内から中期後葉とみられる壺などが出土 した。

[SK 2]

調査区北西部で検出 した不定形の上坑である。東西長 2.3m以上、南北長 2.Om以上、最深部は約 12

cmの規模を波1る 。

[鉾 1 ]

調査区西側において検出 した不定形の遺構であるが、河川氾濫に伴 う堆積とみられる。東西 3.7m以

上、南北 5.5m以上、深 さlo～ 20 cmを測る。

[SX 2]            .

調査区西側において検出した北側に広がる不定形の遺構であるが、河川氾濫に伴 う堆積 とみられる:

東西 8.2m以上、南北 3m以上、深 さ約 20 cmを浪1る 。
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(2)弥生時代後期の遺構

弥生時代後期の遺構 としては、第 2区北東隅において水田遺構を検出した。水田遺構は本田面を畦

畔で囲んだ水田区画の一部であり、堆積状況からSD-1第 1層上位を水田耕土としてTlj用 したものと考

えられる。検出した水田区画は、東西 1.8m以上、南北 3.2m以 上の規模を汲1る ものである。畦畔の残存

幅は約 lmを汲1る 。この水田遺構は、弥生時代の小区画水田の一部であると考えられるが、後世の削

平により水田区画の規模等は不明確である。 しかし、東壁土層断面の観察の結果、第 2区の畦畔から

南へ約 5mの地点において、別の畦畔とみられる堆積を確認 したことや北・西壁土層断面の観察によ

り水田耕土 とみられる第 3層の水平堆積を確認 した。このことから水田は、調査区東側に広がってい

たことを推定することができる。また第 3層堆積内から弥生時代後期の遺物が出土 している。

十 兌
ｗ
ｌ
ｌ
ｌ

＼

15Y3/2 (オリーブ黒)粗砂

225Y″3(オリーブ褐)粗砂

35Y6/1(灰 )シルト

425Y674(に ぶい黄)粗砂混シルト

55Y3/2 (オ リーブ黒)粗砂

625Y5/4(黄 掲 )シルト

775Y5/2(灰 オリープ)粗砂

810G5/1(緑 灰 )シ ルト
‐‐・ 無遺物層

(基本層序第5a層 )

(基本層序第5c層 )

(SD l第 1層・水田耕土 )

(SDl第2層 )

(SDl第3層 )

(基本層序第8層 )

(基本層序第9層 )

0                         4m
|

第 6図 SD‐ 1第 1層上面遺構平面図及び土層断面図
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物

今回の調査で出土 した遺物は縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、石器、木器、種子などで

あり、コンテナに約30箱の量である。遺構に伴う遺物の主な時期については、弥生時代中期から古墳時

代前期であるc

縄文時代の遺物は後期の上器 1点 であり、上流部からの流入した遺物であるとみられる.弥生時代の

遺物は土器、石器、木器、種子などで、前期から後期にかけての各時期のものがあるが、そのなかでも

特に中期後葉の時期のものが主体である。古墳時代の遺物については前期の「[1師器が少量出土 した。

弥生時代の土器について、特に中期では壺、甕、高杯、鉢などの他、赤色顔料を塗布 した壺、多孔

上器、 ミニチュア土器、台形土器などがあるこ石器については、石鏃、スクレイパー、石庖丁、叩石、

磨石、砥石、石庖丁未製品などがあり、木器では板、自然遺物では種子 (桃核)な どが出土 している。

以下、これらの遺物について、まず上器を時期別及び遺構別に記述 し、次に赤色顔料を塗布 した壺、

多孔土器、 ミニチュア土器、台形七器、上製品、石器、本器、自然遺物の順に項目を立て説明する。

連題

(1)縄文時代の土器 (第 7図、写真 1)

縄文土器は後期の浅鉢 (1)が 1

点出土 した。 1は 回縁部の破片であ

り、内面口縁端部に平行沈線による

文様帯 を施すc推定波頂部の直下に

は沈線 を付加 して平行沈線 とは別の

文様 を施す。茶褐色で胎土は砂粒 を

多く含むc北白河上層式 2期の もの

であると考えられる。

0                      1ocm
に_,__ ___ _     |

第 7図 遺物実測図 1

写真 1 縄文土器浅鉢

(2)弥生時代前期の遺物 (第 8図、図版 15)

2～ 4はいわゆる遠賀川系の土器である。 2は壺であり、頸部に 5条のヘラ描沈線を施す。外面に

は細かいタテ方向のハケを施 し、内面はナデ調整を施す。

3・ 4は如意形の口縁部をもつ甕である。口径 18.6 cmを 汲1る 小形のもの (3)と 口径 31.O cmを 汲1る 大

形のもの (4)が ある。ともに口縁部直下にヘラ描沈線を施 し、日縁外端面に刻 目を入れる。 3の外面

には左上がりのハケを施 し、内面はナデ調整である。胎土中には石英・チャー ト・雲母を少量含む。 4

は内外面にナデ調整を施す。胎土は比較的級密であり、石英・雲母を一定量含む。 5はいわゆる紀伊形

甕である。緩やかに外反する国縁部をもち、肩部の稜はヨコ方向のヘラケズ リとその上部に施 されるナ

デによって明瞭につ くりだされる。回縁端部はやや短 く屈曲させ上方につまみ上げる。胎土中には細か

な石英と結晶片岩を多量に合む。

6・ 7は壺の底部とみ られる。 6はやや内湾 しながら立ち上がる体部をもち、内外面にナデ調整を

施す。 7は やや外反 しながら立ち上がり、外面及び底面に丁寧なヘラミガキを施す。胎土中には長

石・石英・チャー ト・結晶片岩を多く含む。また外面にはタール状の付着物が観察できる。
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0                                 20cm

第8図 遺物実測図2

これらの土器の色調は、 2・ 5が淡黄褐色～黄褐色を呈する以外は暗褐色を呈する。時期について

は 2・ 4～ 7が紀伊第 I様式内に含まれるものと考えられ、 3についてはやや古相を呈する。

これらはすべてSD-1の覆土から出土し、2・ 4。 6・ 7が第4層から、3・ 5が第5層から出土した。

(3)弥生時代中期の遺物

[SK-5出土土器](第 9図 8、 図版 15) 8は 壺である。広日長頸壺か直口壺になると思われる。残

存高 36.O cmを波1り 、胴部中位に最大径をもつ6頸部から肩部にかけて条線 7本を一単位とする櫛描直

線文を7条施し、肩部 !ま 3条のヘラ描沈線で構成される雷文によって加飾する。調整は不明瞭である。

色調は暗褐色を呈し、さらに胎土中に長石・石英・チャー トを一定量含み、結晶片岩を含まないこと

から他地域からの搬入品の可能性がある。紀伊第Ⅱ-2様式に比定できる。

[SK-3出土土器](第 9図 9。 10、 図版15) 9・ 10は甕である。ともに口縁端部を上方に肥厚させ、

体部中位に最大径をもつ。 9は口径 22.8 cm、 残存高 20.6 cmを測る。体部下半をヘラケズリした後、上

半をナデ調整する。10は 口径 25.O clll、 残存高 13.O cllを浪1る 。

これらの胎土は比較的粗く、細かな石英・結晶片岩を多く含むことから在地産のものであろう。こ

れらはともに紀伊第Ⅲ様式のものと考えられる。

[SK-1出土土器](第 9図 11～ 14、 図版15) 11は広口壺である。口縁端部を上下に肥厚させ、回縁

外端面は丸味をもつ。外面にはタテ方向のハケ後ナデ調整を施し、内面はナナメ方向のハケ後ナデ調

整を施す。口縁部から頸部にかけて黒斑を有する。12は広口短頸壺である。口径 14.4mを 浪1る 。頸部

と体部の境が明瞭であり、外面にはタテ方向のハケ調整を施す。
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0                     10cm

第9図 遺物実測図 3

13は 甕である。回径 16.6 cmを 波1る 。口縁部は体部から「くJの字状に鋭 く屈曲させ、国縁端部は上

下につまみ月巴厚 させる。

14は底部である。底径 9 0cmを 波1る 。内外面ともナデ調整を施す。

これ らの土器の胎土は比較的緻密であり、長石・石英 。結晶片岩を一定量含む。これらの時期は紀

伊第Ⅳ様式のものと考えられる。

[SX-3出土土器](第 10図 15～ 18、 図版 16) 15・ 16は直口壺である。ともに頸部から回縁部にかけ

て数条の櫛描直線文を施す。16は緩やかに外反する頸部から回縁部にかけて、条線 11条 を一単位とする

櫛描直線文 3条を上下互いに接するように施 し、さらにその直上にヘラ描沈線を一条めぐらす。口縁端

部はやや下方に肥厚 させる。        .

17は甕である。器壁は薄 く、外面にタテ方向のハケが不明瞭ながら観察できる。18は甕の底部とみら

れる。底径 5 6cmを測る。

これ らの上器は、16・ 18は軟質で淡責褐色 を呈 し、胎土は比較的粗 く、石英 ・結晶片岩 を含む。
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15・ 17の 胎土は比較的級密でこまかな砂粒を多量に含む。これらの時期は 15・ 16が紀伊第 Ⅲ-2様式

に比定でき、その他は紀伊第Ⅲ様式内に含まれるものと考えられる。

[SX-1出土土器](第 10図 19～ 31、 図版 16) 19は 広口壺である。口縁端部を上下に1巴厚 させ、回縁

外端面には幅狭の凹線文を 2条施す。内外面 ともナデ調整を施す。20は広口短頸壺である。回縁端部

を上方に強 くつまみ上げ肥厚 させる。日縁外端面には 3条の沈線を施す。21は直口壺の口縁部 と思わ

れる。口径 14.O cmを波1る 。口縁部上端に粘土を貼 り付け、内側に肥厚 させる。また回縁外端面には円

形浮文を貼 り付け加飾する。

2

｀

｀

ヽ

                                    |

第 10図 遺物実測図 4
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22・ 23は大小の甕である。ともに国縁端部を上方に肥厚 させ、体部には成形段階のタタキが明瞭に

残る。22は国縁端部に丸味をもつ。23は畿内通有の大形の甕である。淡黄褐色を呈する。

24は高杯か鉢の脚部である。上下 2段にi■
k約 9mm程度の円孔を穿つ もので、上段には連続する 3

つの円子Lと 反対側にそれに対応する円孔が 1つ穿たれる。また下段には合計 8つ の円孔が穿たれる。

杯部底面 と脚部は円盤状の粘土を充填 し接合する。内面にはヨコ方向のヘラケズリと絞 り目痕が観察

できる。淡赤褐色を呈する.25・ 26は高杯である。25は杯部より内湾 しながら立ち上がり、「J縁端部

を丸 くおさめるもので、黒斑をもつ。26は 国縁部外面に凹線文を 2条施す。

27は鉢である。口縁端部に粘上を貼り付け肥厚させ、外面にはヨコ方向のヘラミガキ後、沈線を2条めぐ

らす.28・ 29は壺の底部である。比較的重厚なものであり、29は 上げ底状を呈するc30は甕の底部で、上げ

底状を呈する。31は、底面中央に径約 l cmの 円丁Lが焼成前に穿たれることより、甑と考えられるc

これらの土器の胎土は、比較的緻密で長石・石英・結晶片岩及び赤色軟質粒を多量に合む。これら

の時期は、紀伊第 IV様式内に位置付けられるものと考える。

[SD-2出土土器](第 11・ 12 EXj、 図版 17・ 18)32～ 35は広口壷である。すべて緩やかに外反する口

縁部に垂下部を付加 させるタイプである。外端面には幅狭の凹線文を多条に施 し、その後円形浮文を貼

り付け加飾する。垂下部の接合には 2つの方法が観察 され、回縁上端部に水平面をもたせ、下端部に垂

下部を接合 し、接合部分には下方から粘土を補充するもの (32・ 33・ 35)と 、口縁上端部に水平面が

なく口縁外端面に垂下部を接合するもの (34)で ある。その中で、34は 口径 23.O cmを 測 り、上端面には

櫛描列点文を施 し、国縁部直下には波状文を施す.色調は、褐色を呈する。また33の外面にはタテ方向

のヘラミガキが施 され、内面はナデ調整が施 される。36～ 38も広口壷である。36は回径 11.4 cmを 浪1り 、

国縁外端面に刻み日を施す。さらに頸部に数条の凹線文を施 し加飾する。内外面はナデ調整を施す。37

は国径 15 0cmを 測 り、緩やかに外反する国縁部をもち、日縁外端面に一条の沈線を施すcま た回縁上端

部には経約 3mm程度の円孔が穿たれるc外面には比較的粗いタテ方向のハケが施 され、内面はナデ調

整である。色調は明褐色を呈する。38は広国壷の垂下部である。口縁外端面には幅狭の凹線文が多条に

施 される。上端部には径約 2mmの 円孔が二つ穿孔されるが、一つは未貫通である。39は直口壺である。

直線的に立ち上がる国縁部をもつ。内外面はナデ調整を施す。暗黄褐色を呈する。

40～ 48は甕である.甕は国径が平均約 15 1cmの 小形のもの (40～ 45)と 平均約33 8cmの大形のもの

(46～ 48)と に分けられる。その「 l径比は、約1:2で ある。まず小形の甕については、外面に成形段

階のタタキが顕著にみられるもの (40・ 41・ 45)、 ナデ調整を施すもの (42)、 ハケ調整を施すもの

(43・ 44)が ある.41・ 45は 「く」の字状に鋭く屈曲させた回縁部をもち、さらに口縁端部を上方に

つまみ上げ肥厚させる。また日縁外端面には幅狭の凹線文を施す。外面にはタタキ後部分的に粗いタ

テ方向のハケを施す。41は、さらに内面にナナメ方向の粗いハケが施され、色調は淡赤褐色を呈する。

42は 回径 14.8 cmを 浪1る 。体部より丸味をもって屈曲する国縁部をもち、端部を L方に肥厚させる。外

面にはナデ調整を施し、内面に粗いナナメ方向のハケを施す。43は緩やかに外反する国縁部をもち、

外面に細かなハケを、内面に粗いハケを施す。44はやや外方に屈曲する国縁部をもち、端部を上方に

肥厚させる。一方、大形のものには外面にハケ調整を施すもの (46)と 、成形段階のタタキ調整の顕

著にみられるもの (47・ 48)が ある。46は畿内通有の甕で、「く」の字状に鋭く屈曲する口縁部をもち、

端部を上方に肥厚 させる.外面にはナナメ方向の粗いハケを施し、内面も同様にハケ調整を施す。47
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第 12図 遺物実測図 6

は回縁端部を上下に肥厚 させ内面にはナナメ方向のハケを施す。また体部に黒斑を有する。48に は口

縁外端面下方に刻み目が施 される。

49～ 52は高杯である。49は、杯部よりやや内湾 しながら立ち上がる口縁部をもつ もので、外面には

ヨコ方向のヘラミガキが、内面にはタテ方向のヘラミガキが施される。暗黄褐色を呈する。50～ 52はいわゆ
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る垂下口縁をもつタイプである。50は内外面ともに丁寧なヘラミガキが施される.52は、垂下部を欠失する

が、緩やかに内湾しながら立ち上がる杯部が残存する。調整は景1離が著しく不明瞭である。

53～ 55は 鉢である。53は口径 27.6 cmを 汲1り 、日縁端部は折り返され、三角形状に肥厚する。口縁部には

幅狭の凹線文を多条に施し、杯部下位には数条の四1線文を施す。54は IfN部下位に凹線文を3条施すもので

ある。色調は淡赤褐色を呈する。55は 口径20 2cmを 沢1り 、国縁端部は折り返され三角形状に肥厚する。日縁

上端部は水平状を呈し、そこに細い沈線を一条入れる。内外面はヘラミガキを施す。色調は暗褐色を呈するこ

56は蓋と考えられる.裾部が屈曲し外反するもので端部をやや肥厚させ外端面に沈線を施す.外面

にはタテ方向のヘラケズリを施し、色調は褐色を呈するものである.

57～ 59は台付無頸壺のlll部である。やや上開き気味に立ち上がる脚部の中位に 2～ 4条の凹線文を

施すもので、凹線文を境に上下に円丁しの穿たれるもの (57・ 59)と 、 上方にのみ円孔を穿つもの (58)

がある.57・ 59は内外面ともにナデ調整を施すが、58は 径底約 10.6o■ を汲1り 、 3条の四1線文の上方に

径約4.5 cmの 円孔が穿たれる.ま た外面にはタテ方向にヘラミガキを施す。

60～ 63は甕の底部である。60・ 61は 外面にタテ方向の細かいハケを施す。60は 内底面にクモの巣状

のハケメが観察できる。また62・ 63は ともに外面にタテ方向のヘラケズリとユビオサエを施す.62は

明褐色を呈する。

64～ 68は高杯かあるいは鉢の脚部と考えられる。64・ 65は ともに脚柱部から「ハ」の字状に開く脚

部をもち、脚端部を上方に大きく肥厚させ丸くおさめるタイプであり、65に はさらに外端面に幅狭の

凹線文を多条に施す.ま たルI部下端には、ともに径約 3 mm程度の多数のF17Lが、脚部中位にはそれ

よりやや大きな円孔がそれぞれ穿たれる。外面の調整については、65に はタテ方向のヘラミガキを施

す。内面はともにヨコ方向のヘラケズリ後、64は‖‖端部に、65は全面にナデ調整を施す。66は垂直に

立ち上がる脚柱部から、短く「ハ」の字状に開く脚部をもち、外面にはヘラ状 l~具 で線亥1状の削痕が

みられる。67・ 68は低lllの脚部である.67は脚端部を丸くおさめるもので、脚部中位に径約 9mmの

円孔が穿たれ、その 下方に一条の凹線文を施す。また68は 「ハJの字状に開く脚部をもち、内面には

ヨコ方向のヘラケズリを施す。67・ 68は ともに内面 ヒ位に絞り目痕が観察できる。

これらの土器の色調は、特に触れなかったものについては淡褐色～淡黄褐色及び淡灰褐色を呈する。

また胎土は比較的均一で緻密であり、胎 t中 には長 tl・ 石英・チャート・結晶片岩・雲母、さらに少量

の赤色軟質粒を含むものである。これら時期については紀伊第Ⅳ様式内に含まれるものと考えられる。

[遺物包含層他](第 13・ 14図 、図版 19)

まず、紀伊第Ⅲ～Ⅲ様式の土器について述べる。69は広口長頸壷である.口径約 25 4cmを 波1り 、やや外

反しながらのびる国縁部をさらに水平方向に屈曲させ、端部を下方に肥厚させるもので、頸部には櫛描直線

文を施す。またその上方にはヨコ方向の板状工具による調整痕が観察できる。70は直口壺である。内湾する

国縁端部を内側に折り曲げるもので、日縁部より多条の幅狭の凹線文で加飾している。色調は灰白色を呈す

る。71～ 74は壷の胴部と底部である。72は底径 6 8cm、 残存高20.8 cmを 浪1り 、胴部中位に最大径をもつ。外

面は底部付近にタテ方向のヘラミガキとユビオサエが施され、内面には底面付近にクモの巣状のハケメを施

す。肩部にはユビオサエが観察できる。71は底部付近のみではあるが、72と 同様の調整が施される。外面に

はタール状の付着物がみられる。73・ 74はやや大形の壺の底部とみられ、ともに内湾しながら立ち上がる。

74は底径 11.4 cmを 浪1り 、体部へはやや外方に屈曲させながら立ち上がる。底部外面には成形段階のケズ
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70

り後、底部及び底面にヨコ方向のヘラミガキが施 される。色調は赤褐色を呈する。

75は紀伊形甕の底部と考えられ、上げ底状を呈 し直線的にのびる体部をもつ。外面にはヘラケズリ

が施 される。

これらの上器の色調は、既述 した以外のものは淡褐色～淡黄褐色を呈 し、またこれらの胎土は比較的

緻密で均一であり、細かな長石・石英・チャー ト・結晶片岩を多量に含むことから在地産のものであろ

う。時期については69が紀伊第 Ⅱ-2様式に、その他は紀伊第Ⅲ様式内に含まれるものと考えられる。

次に紀伊第Ⅳ様式の土器について述べる。76は直口壺である。やや屈曲しながら立ち上がる国縁部をも

ち、屈曲部には2条の凹線文を施す。また凹線文を境に上方に波長の短かな波状文が、下方に波長の長い

波状文を施し加飾する。77～ 80は広口壺の回縁部であり、垂下部の接合方法についてはSD-2出土広口壺

(33・ 34他 )と 同様に2タイプある。77・ 78は ともに円形浮文を貼り付けるもので、77に は竹管文を施す。79

は、やや内湾気味に立ち上がる国縁部を水平方向に屈曲させ垂下部をもつものである。外端面には2条の

波状文が施され、上端面には波状文及び扇形文を施し加飾する。80は緩やかに外反する口縁部から斜め下

方に垂下する垂下部をもつ。口縁部上端に僅かながらハケ調整が観察できた。色調は明褐色である。

-29-
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81は甕である。口径 31.4 cmを浪1り 、

に観察でき、内面はハケ調整を施す。

82は垂下口縁をもつ高杯である。

第 14図 遺物実測図 8

口縁端部 を上下に1巴厚 させ る。

色調は赤褐色 を呈す る。

-30-
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83・ 84は鉢である。83は脚台付の把手付鉢で、体部は内湾 しながら立ち上がり口縁端部を丸 くおさ

めるもので、国縁部直下に一条と体部中位に 3条、さら脚柱部にも数条の凹線文を施す。外面は体部

上位にナデ調整が施 され、中位の凹線文までの体部下半をヨコ方向のヘラケズ リ後 タテ方向のヘラミ

ガキを施す。内面は丁寧なナデ調整が施 される。把手は体部下半に一箇所だけみられる。色調は淡赤

褐色を呈する。84は 口径 23.2 cmを汲1る 。国縁部は内湾 しながら立ち上がり、端部を内倶1に やや肥厚 さ

せている。また体部中位に凹線文を 2条施 し、その上方にはヨコ方向のヘラミガキを施 し、下方はタ

テ方向のヘラミガキ後 ヨコ方向のヘラミガキを施す。色調は黒灰色を呈する。

85は 、高杯の脚部である。脚柱部より「ハ」の字状に開く脚部をもち、端部を上下に肥厚 させ、外

端面はやや凹ませる。脚部外面はタテ方向のヘラミガキを施 し、内面は全面をヘラケズ リした後、端

部付近をナデ調整する。

これ らの土器の色調は、既述 したもの以外については淡褐色～淡黄褐色を呈 し、またこれらの胎上

は比較的均一で、緻密であり、胎土中には長石 ・石英・チャー ト・結晶片岩 を多量に合む。時期につ

いては、すべて紀伊第Ⅳ様式内に合まれるものと考えられる。

これらの上器は、 SD lの覆上 と遺物包含層から出土 したものであり、 SD-1の第 4層 からは72～

74・ 76・ 78・ 83・ 85が 、第 5層からは69'71・ 77が 、第 6層 からは70・ 84が 出上 した。また、遺

物包合層第 5層からは75・ 79・ 80・ 81・ 82が 出上 した。

(4)弥生時代後期の遺物 (第 15図 86～ 88、 図版 19。 20)

86は回径 18 6cmを 汲1る 。口縁部はやや屈曲 させながら外反するもので、端部を上方につまみ上げる。

外面には成形段階のタタキが顕著に観察でき、内而は板状工具によるナデ調整が施 される。色調は淡

黄褐色を呈する。

87は甕か鉢の底部と考えられ、外面には成形段階のタタキが施 され、内面はナデ調整が施 される。

色調は暗褐色を呈する。

88は高不の脚部と考えられるもので、脚端部は「ハJの字状に張 りだし端部を丸 くおさめる。外而

にはタテ方向のヘラケズリを施 し、内面も同じくヨコ方向のヘラケズリが施 される。

これ らの土器の胎土は比較的緻密であり、細かな長石・石英・結晶片岩 を含む。時期については紀

伊第V様式内に合まれるものと考えられる。

これらはすべて SD-1の覆土から出上 したものであり、86が第 4層、その他は第 5層から出土 した。

(5)古墳時代前期の遺物 (第 15図 89～ 96、 図版 20)

89は小形丸底壺である。回径 9.5 cmを 沢1る 。短く直線的にのびる口縁部をもち、体部は球形を呈する。外

面にはナナメ方向のヘラミガキが施され、内面はヨコ方向のナデ調整を施す。色調は灰褐色を呈する。

90は国縁部を欠失するもので、甕か鉢になると思われる。体部は成形段階のタタキがナデ調整によって消

され、内面はナデ調整を施す。淡黄褐色を呈する。91は甕である。日径 11.3 cmを 波1り 、直線的に上方にのび

る国縁部をもつ。外面はタテ方向のハケを施し、国縁部付近をヨコ方向にナデ調整する。内面は口縁部付近

にヨコ方向のハケが施され、体部をナデ調整する.体部は球形で、色調は暗褐色を呈する。

92～ 96は高杯の杯部と脚部である。92は高杯の杯部である。内湾する杯部から長 く外反する国縁部

―

:‐ ‐
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第 15図 遺物実測図 9

をもち、杯部はタテ方向のヘラミガキ後 ヨコ方向のヘラミガキを施す。色調は淡黄灰色を呈する。脚

部は中空のもの (93・ 94)と 中実のもの (95・ 96)力 あ`り、脚柱部から大きくラッパ状に開く脚部を

もつ もの (93・ 94・ 96)と 、やや偏平に開 く脚部をもつ (95)力 あ`る。脚部 と杯部の接合方法は、

93・ 94の 中空脚部においては、脚柱部を製作 した後外側面に杯部を接合 し、その後脚柱部上方より円

板状の粘土をつめ杯部底面をつくる。93で は脚柱部内面に粘上がヘソ状に突出する。また絞り目痕も

観察できる。95。 96は中実の脚部で脚部には円子しが穿たれる。また96の 脚柱部は胴張り状の形態をも

ち、内面には絞り目痕が残る。色調は、淡黄褐色を呈する。

これらの土器の色調は、文中で触れたもの以外については赤褐色～淡赤褐色を呈する。また、胎土

は極めて精良であり、長石・石英・赤色軟質粒を少量含む。焼成は良好である。時期については、90

が庄内式併行期に、その他は布留式併行期に位置付けられる。

これらはすべて SD… 1の覆土から出土したものであり、第 4層からは90・ 92・ 93・ 95。 96が 、第

5層から86が、第 6層から91・ 94が 出土した。 ,

-32-



出土 したものである。写真 2aは SD-1の第 2層 から出土 したものであり、

97と 同一個体であると考えられる。塗布 された赤色顔料は風化のために

黒変 している。共伴資料から紀伊第 IV様式のものであるといえる。

(7)多孔土器 (第 17図 、図版 21)

(6)赤色顔料を塗布した壺

(巻頭図版 1、 第 16図 、写真 2)

赤色顔料を塗布 した壷は細頸壺 と考えら

れ、体部上半の頸部から肩部にかけての破

片が 2点出土 した。97は肩部に凹線文を 7

単位以上施すものであり、内面の凹線文に

対応する部分にヨヨナデがみられ、ヨヨナ

デ上部の頸部に近い部分にシボリロを観察

することができる。外面全面に赤色顔料を

塗布 している。赤色顔料は未鑑定であるが、

暗赤色に発色することなどからベンガラが

用いられたものと考 えられる。SD-2か ら

写真 2 赤色顔料を塗布 した壺

0                     1ocm
l_

多子L土器 (98)は 1点出土した。焼成は良好で、明褐色に発色し、黒斑を1  
第 16図 遺物実測図 10

箇所もつものである。体部最大幅 8.8 cm、 器高 8.4 cm、 底径 4.O cm、 回径 7.O cmを

測り、体部下半及び底部に径 0 5cmの 穿子Lが みられる。体部下半の穿子しは上下方向に一列 3単位で3列以

上、底部には1箇所以上施される。内面には縦方向のナデ、外面体部下半に下から斜め左上部方向にケズリ

がみられ、回縁部周辺はヨコナデで仕上げるものである。S(1か ら出土したものであり、共伴資料から紀伊

第Ⅳ様式のものであると考えられる。

(8)ミ ニチュア土器 (第 17図 、図版 21)

ミニチユア土器 (99～ 101)と みられるものは 3点 出土 した。99・ 100は鉢である。99は淡褐色で、

黒斑を 1箇所 もつものであり、回径 5.2 cm、 器高 2.7 cm、 底径 1.8 cmを汲1る 。外面下半部は下から上方向

へのケズ リ、内面は上下方向のナデ、口縁部はヨコナデ調整で仕上げるものである。100は淡黄灰色の

もので、黒斑を 1箇所 もつ。国径 6.2 cm、 器高 4.5 cm、 底径 3.6 cmを 浪1る 。外面下半部は下から上方向へ

のケズ リ、内面は上下方向のナデ、日縁部はヨヨナデ調整で仕上げるものである。99と 同様、外面下

半部は下から上方向へのケズ リ、回縁部はヨヨナデ調整を施すものである。 しかし、内面については

横方向のナデで仕上げるものである。99・ 100共 に手づ くね成形で製作 されたものとみられる。101に

ついては器種不明であるが、 ミニチュア土器の一群 と考えられる。底径 3.2 cm、 残存高 3.3 cm、 残存幅

5.4 cmを 浪1り 、手づ くね成形でナデとオサエで製作 されたものである。黒斑が 1箇所みられる。

轟    撃
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(9)台形土器 (第 17図 、図版 22)

台形土器とみられるものは 5個体分を確認することができた。図化したものは3点 (102～ 104)で

あるが、他に103と 同タイプの台部 1点 と外面にタタキのみられる脚部 (図版 22a、 b)力 あ`る。

102は脚部の下端部を欠失するが、全形を窺い知ることのできる資料である。淡褐色で砂粒を多く合

む胎土であり、円盤の側面に粘上を巻き上げて成形したものである。外面はナデ、内面については台

部分の裏面はナデ、内側面は指オサエ及びシボリロを観察することができる。台部径 25.6 cm、 残存高

17.6 cmを 波1る 。103は台部分であり、脚部を欠失するものである。102と は違い、台部円盤の面上に脚

部を直接貼り付けるものである。赤褐色に発色し、胎土中に砂粒を多く含むものである。台部径 24.6

cm、 残存高 3.3 cmを 測る。104は台部である。台部円盤の面上に取り付いたはずの脚部の痕跡は剥離の

ため観察することができない。倶1面端部に面取りを行うものであり、台部径 24.2 cm、 残存高 1.9 cm、 厚

さは1.7 cmを測る。その他、外面にタタキのみられる脚部 (図版 22a、 b)1個体分がある。これは

103・ 104と 同様に台部円盤の面上に脚部を直接貼り付けている。脚部側面はタタキにより器壁を薄く

調整し、接地部分の端部は粘土を内側に折り返して玉縁状を成すものである。
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第 17図 遺物実測図 1]
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(10)土製品 (第 17図 、図版 21)

土製品では、形象的なものと考えられるが良 くわからない不明品 (105、 106)が 2点、土玉が 2点

(107、 108)出土 した。

105は径 5.O cmを 測るラッパ状に開く部分と反対傾1を袋状にした部分とから成 る。袋状の部分は完存

していないが、内面が黒色であり、上部に径 0.4 cmの 穿子しが 1箇所みられる。外面及びラッパ状に開く

部分の内面は淡茶褐色であり、胎土は級密である。ラッパ状に開く部分にマキアゲ痕がみられ、内面

にナデとオサエ、外面に板状工具によるとみられるナデ調整を観察することができる。最大幅 5.O cm、

残存長 7.7 cmを 波1る ものである。106は 105と 同様袋状になるもので、手づ くね成形で製作 されており、

外面はナデ調整で仕上げるものである。淡褐色で胎土に少量の砂粒を含む。上部に径約 1.4 cmの 孔部を

もち、残存幅 4.O cm、 残存長 1.9 cm、 残存高 3.l cmを 沢lる 。105と 106は ′鳥形土製品の可能性がある。

107は 瓜形の上玉であり、淡黄褐色で、黒斑が 1箇所み られる。最大径 3.O cm、 長 さ4.O cm、 重 さ

23.9gを 浪1る ものである。貫通する径 0.4 cmの 孔がみられ、穿孔は両側から行っている。108はそろばん

玉状の上玉で、暗灰褐色で胎土に砂粒 を多く合む。手づ くね成形で製作 されており、ナデとオサエで

調整 されている。最大径 5.6 cm、 残存幅 3 5cmを 波1る ものである。

(11)石器 (第 18・ 19図 、図版 23・ 24)

109～ 113は サヌカイ ト製の打製石鏃である。109は凹基式で長 さ2.2 cm、 幅 1.5 cm、 厚 さ5mmを波1る 。

両面に大景」離面を残 しており、板状の素材景J片の右側辺を中心に基部から先端部に向けて細部調整 し
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第 18図 遺物実測図 12

-35-



I を:ま た切り合いから調整の順序は、右面の後左面である。110は凸基 I式の石鏃で、残存長2.O cm、

L16 cm、 厚 さ4 mmを 汲1る ものである。左面は右回 り、右面は基部から先端部に向けて細部調整が施

きれる。調整順序は右面右側縁→同左側縁→左面左側縁→同右側縁である。111～ 113は凸基 Ⅲ式の石鏃

である.111は長さ2.3cm、 幅 1.4 cm、 厚さ6 mlllを 沢1る もので、やや厚みのある素材71片 から製作されている。

左面は左回り、右面は先端部から基部に向けて調整を施す。調整順序は右面右側縁→同左似1縁→左面右側

縁→同左倶1縁である。112は調整剥離を全面に施すもので、残存長 4.2 cm、 幅 1.3 cm、 厚さ6 mmを汲1る 。左

面は左田|り 、右面は基部から先端部に向けて調整子J離が行われており、切り合い関係から右面の後に左面

を調整したと考えられる。調整順序は右面左側縁→
1司 右側縁→左面右側縁→ ln3左側縁である。113は丁寧

な平行調整を施すものである。基部を欠損しているため、有茎式の可能性も残る。残存長 3 4cm、 幅 1.3 cm、

厚さ5.5mmを 沢1る 。左面は基部から先端部、右面は右回りの方向で調整景1離が行われている。調整順序は

左面右側縁→同左側縁→右面左側縁→同右側縁である。以上の石鏃の重量は、それぞれ 16g、 1.2g、 1.7g、

2.7g、 1.7gを 量る.な お遺物の出上位置は、110は SD-2、 111は 駆2、 109は第5層、112・ 113は第4層であ

る。

114・ 115は サヌカイ ト製のスクレイパーである。114は右面の右側縁及び下縁に調整 争1離 を施 し、

刃部を作 り出している。長 さ4.l cm、 幅 1.8 cm、 厚 さ7mm、 重量は59gを 量る。115は板状の素171il片

に両面からのウロコ状細部調整を施すことにより、直線的な刃部を作 り出している。調整は両面 とも

右から左に向けて進行 しており、明り合いから左面の後右面を調整 したものと考えられる。また上端

部は自然面を多く残 しており、その左右の縁辺部には調整の後に歯潰 しを施す。長 さ9.O cm、 幅 3.9 cm、

厚さ75mm、 重量は31.8gを 量る。出 L位置は114・ 115共にSD-1で ある。

116～ 120は結晶片岩製の磨製石庖丁である。116は直線刃で半月形を呈するタイプである。刃部の

範囲は組子L近 くまで及んでおり、研磨を繰 り返 しながら使用されたことがうかがえる。また刃部は両

面から研磨 されるが、明確な稜を持つのは左面である。長 さ11.6 cm、 幅 2.8 cm、 1亨 さ65mmで重量は

33.3gを汲1る .117は片刃で、全体的に台形状を呈するものと考えられる。組子Lの 上方には欠損の後 も

研磨を施 した様子が観察できる。厚 さ6.5mmを 沢1り 、組子しは内径 4mm、 外径 7mmと やや小 さめで

ある。118は幅 4.7 cm、 厚 さ8 mmを汲1る 。片刃で、端部付近には両面とも著 しい磨減がみられる。119

は幅 5.5 cm、 厚 さ5 mmを 浪1る 。刃部は担孔より下の広範囲を両面からの研磨によりなだらかに作 り出

されるため、明確な稜は認められない。120は厚 さ65mmを 沢1る 。以上の石庖丁の内、116・ 118・ 119

の組了しは内径 6 mm、 外径 8 mm前後で共通 しており、同一工具を使用した可能性が考えられる.な お

遺物の出上位置は、118～ 120は SD l、 116・ 117は 第 4層であるc

121・ 図版23の a・ bは結晶片岩製石庖丁の未製品である3121は 穿子L途中に折損 したとみられる石庖

丁の未製品で、幅 5.l cm、 厚 さ7 minを浪|る 。穿孔作業の前段階において、全体の研磨と刃づけを行って

いる点で注目されるものである。また穿孔作業は裏面から行っており、穿孔位置に細かい敲打によって窪

みを作った後に錐を用いている。aは全面を研磨 しているが、刃の角度は鈍 く、穿孔の痕跡がみられな

ぃことから未製品の可能性が残る。bは器形調整段階のもので、 2つ に折損 した未製品の接合資料であ

る。階段状求1離を施 した後、片面のみに荒い研磨を行い、形を整えている。接合部には敲打による窪み

がみられることから、穿孔作業の際に折損 したものとみられる。なお遺物の出土位置は、121は SD-1、

alま SD-2、 bは SX-110あ る。
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122・ 123は砂岩を用いた叩石である。122は楕円形の河原石を使用 しており、法量は長 さ11.3 cm、 幅

7.6 cm、 厚 さ4 5cm、 重量は580gを 量る。両面の中央部には敲打痕、上下左右の側縁部には磨痕が認めら

れる複合石器であり、磨痕の観察から上下の側縁部は不定方向、右側縁は一定方向、左側縁はローラー状

に回転させて使用されたと考えられる。123は長さ9.2 cm、 直径 3.8～ 4 0cm、 重量は210gを 量るもので、上

下面を敲打に使用 している。また砂岩以外の石材では、石英 (図版 24・ a)や チャー ト (図版 24・ b)

を用いた叩石 も存在する。共に球形の礫を使用 しており、端部には敲打痕がみられる。なお遺物の出土

|                      |

:  _m(毬

_

|

1               117

| |

第 19図 遺物実測図 13
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位置は、122は〔Ⅸ-1、 123・ a・ bは SD-1である。

図版 24の c・ dは結晶片岩を用いた砥石である。共に全面を研磨に使用 しており、そのほとんどの面

は光沢を持っている。cは砥石自体を動かして使用するタイプ、dは固定 して研磨の対象物 を動かして

使用するタイプである。法量は、cは長さ8.7 cm、 幅 7.7 cm、 厚 さ3.8 cm、 dは長 さ25.3 cm、 幅 11.8 cm、 厚

さ10.7 cmを 汲1り 、重量はそれぞれ 400g、 5.42kgを量る。出土位置は共にSD-2である。

124は砂岩を用いた棒状の磨石である。下面 とその周辺に磨痕がみられる。全体的に磨滅 しており、

付着物により大部分が黒色を呈 している (ス クリーン トーン部分 )。 法量は長 さ9.3 cm、 幅 2.4 cm、 厚 さ

1.9 cm、 重量は51.3gを 量る。出上位置はSD-2である。

125は結晶片岩製の棒状石製品で、長 さ9.9 cm、 幅 2.l cm、 厚 さ1.3 cm、 重量は46.3gを 量る。両端にノ

ッチがみ られることから切 目石錘の可能性が高いと思われるが、通常の切目石錘に比べて切 り込みは

浅い。出上位置はSK 3で ある。

126は結晶片岩製の舌状を呈する石製品である。

量は72.5gを 量る。全体に荒い研磨 を行った後、く

態から土掘 り具の一種である可能性が考えられる。

(12)木器

木器ではSD-1の 最下層である第 3層から手斧の柄とみられる未製品や板材などが出土した。

ついては、幅 11.O cm、 厚さ2.7 cm、 残存長 71.5 cmを 浪1る ものであり、建築部材と考えられる。

(13)自然遺物

自然遺物については種子、自然木などがSD-1か ら出上した。自然木には加工痕のみられるものが含

まれる。種子類は桃核などが少量出土した。

【参考文献】 土井孝之「紀伊地域」『弥生土器の様式と編年』 近畿編I 木耳社 1989年

6.ま とめ

今回の調査について、遺構の変遷を弥生時代中期、後期、古墳時代前期の 3時期に区分することが

できる。また赤色顔料を塗布した壺など特徴的な遺物が出土し、岡村遺跡の弥生時代の微高地北東限

と旧河道の一部 (SD‐ 1)を検出した。以下、項目毎に説明する。

(1)遺構の変遷について

今回の調査で岡村遺跡において弥生時代中期の旧河道1条 (SD-1)・ 清1条 (SD-2)・ 土坑5基と後

期の水田遺構 (畦畔、水田面)を検出した。   ,

調査地は弥生時代を通 じて西側部分は微高地、東側は微低地であったものと考えられる。以下、弥

生時代中期、後期、古墳時代前期の時期別に遺構変遷を説明する (第 20図 )。

先ず、弥生時代中期の遺構は西側微高地上に展開しており、東側については微高地縁辺部に掘肖1さ

法量は残存長 8.8 cm、 幅 5.2 cm、 厚 さ1.2 cm、 残存重

びれより下部に研磨を施 し刃部を形成 している。形

出上位置はSD-1である。
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れた河道 (SD-1)内であった (第 20図上 )。

微高地上の遺構群の性格は不明であるが、土

器を多く出土することなどから集落縁辺部に

相当するものであると考えられる。

後期には東倶1の 旧河道 (SD-1)の埋没が

進行 して微低地となり、その微低地部分を水

田として開発 したものとみられる。西狽1微高

地上については、この時期の遺構は認められ

ない。水田遺構については古墳時代の河道氾

濫による流路の貫入によって水田面の多くの

部分を失っているが、調査区北東隅に検出し

た畦畔及び水田面を基に壁面上層の堆積状況

の観察所見を加えて、図中に推定復原案を示

した (第 20図 中)。 水田は小区画水田であり、

1区画は幅 4m、 長 さ7～ 8mの単位面積約

30m2を 推定することができ、太田・黒田遺

跡第 26次調査検出の弥生時代 中期の小区画

水田 (第 21図 )(註
1)に

類似するものである。

畦畔の高 さは削平 を受けたため不明である

が、基底 幅 について、東西方向の もの は

1.Om～ 1.2m、 南北方向のものは約 0.8mを 波1

る。水田遺構は西側微高地縁辺部の地形方向

に沿って作 られており、これより東側一円に

展開しているものと推定することができる。

古墳時代前期には、微低地部分に氾濫の際

の流路がみられ、水田を営む事ができない一

時期があったことを推定す ることができる

(第 20図下 )。

その後の変遷は明確ではないが、少なくと

も鎌倉時代頃には土地は安定 し、調査地を含

む周辺地は水田地帯として機能 していたもの

と考えられる。なお調査地周辺は、現在にお

いては亀川条里 (言主2)と 呼ばれる条里制土地

区画の景観を良好に残 しながら農耕地として

不可用されている。

′
古墳時代前期

弥生時代中期

ウ

微高地  卜       微低地
ト
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(2)特徴的な出土遺物について

今回の調査において弥生時代中期後葉 (紀伊第Ⅳ様式の時期 )

の出土遺物に特徴的なものがみられた。

先ず、赤色顔料を塗布 した壺 (巻頭図版 1、 第 16図 、写真 2)

であるが、器種は細頸壺 と考えられ、体部上半の頸部から肩部

にかけての小破片 2点 である。類例 をみないものであるが、瀬

戸内沿岸地域からの搬入品である可能性 を考えることができる

(言主3)。 また、 ミニチュア土器や土製品に鳥形の可能性のあるも

のもみられ、調査地北側隣接地の和歌山県文化財センター調査

地で出土 した銅鐸形土製品や鳥形土製品などを加えて、これ ら

の遺物 を祭祀遺物の一群 と評価することができ、調査地は弥生

時代中期後葉 (紀伊第Ⅳ様式の時期)の祭祀空間の一角であっ

た可能性を指摘することができる。

また、多孔土器 (第 17図、図版 21)の出土について、多子し土

器は濾過器 との見方もあり (註 0、 和歌山県内では初の出土品で

あると考えら4/Lる
(註 5)。

台形土器 (第 17図、図版 22)については 5個体分確認するこ

|
水田面

畦畔

-第 21図 太田・黒田遺跡第 26次

調査検出の小区画水田

‖  ‖ VⅢ
  `

―――県文化財研究会調査地

|   |   |二

第 22図

′個蹟ぷ
|

弥生時代の微高地推定範囲
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とができたが、和歌山県内では大田・黒田遺跡 (註 0と 岡村遺跡 (註 7)の 2遺跡に限 り出土例がみられ

るものである。この遺物は報告例から (註 8)通
常 1遺跡に数例みられる程度のものであり、当遺跡出土

例は調査面積から考えて 1遺跡単位では多量の出土であるといえる。

(3)岡村遺跡北部の微高地範囲の推定

調査の結果、弥生時代を通 じて本調査地の西側に微高地が展開 しているものと考えられたが、この

微高地の西限は当調査地から亀の川下流約250m地点で検出されており (註 9)、 また当調査地から北西

約 200m地点の調査 (註 10では微高地が検出されていないことから岡村遺跡の弥生時代集落が立地 した

とみられる微高地の北倶1部分の範囲を推定することができる (第 22図 )。 この微高地推定範囲は海南市

教育委員会が実施した範囲確認調査 (言主11)の ボーリング調査での包含層分布範囲推定線とおおむね一

致するものとみられる。

本調査地の東側では微高地縁辺部に河道 (SD-1)(第 20図上)を検出したが、この旧河道は1988年

の河川改修工事に伴う調査で検出されたSD-51(言主1カ の延長部分に相当するものとみられ、これは遺跡

東部にある宮山東方に推定されていた自然流路の一部と考えられているものである。さらに、この旧

河道は本調査地から北西部に推定されている東西方向の旧流路に接続するものと思われる。

以上、今回の調査で岡村遺跡の微高地北東限を検出し微高地 (弥生時代集落)の北部地域の範囲を

推定することができたことや弥生時代後期の水田を検出し初めて岡村遺跡の生産域についての資料を

得たこと、赤色顔料を塗布 した壺などの祭祀遺物の出土から本調査地が祭祀空間の一角であった可能

性を指摘したことなど岡村遺跡の性格の一端を明らかにすることができた。

【註記】

(註 1)『太田・黒田遺跡第26次発掘調査概報』(財)和歌山市文化体育振興事業団1995年

(註 2)『紀伊国の条里制』中野榮治 古今書院 1989年

(註 3)奈良県田原本町教育委員会藤田二郎氏の御教示による。

(註 4)『田原本の遺跡2 唐古・鍵遺跡 Vo1 2-土 器編―』田原本町教育委員会 1998年

(註 5)和歌山県文化財センター上井孝之・和歌山市教育委員会前田敬彦両氏の御教示による。

(註 6)不Π歌山市立博物館大野左千夫氏の御教示による。

(註 7)『岡村遺跡―亀の川中小河川改修工事に伴う弥生遺跡発掘調査概報―』(財)和歌山県文化財センター 1988年

(註 8)『朝ロケ丘遺跡 会下山遺跡 -1973年一』芦屋市教育委員会 1974年

『八代深田遺跡』姫路iF教育委員会 1977年

(註 9)『岡村遺跡―亀の川改修工事に伴う弥生遺跡発掘調査概―』 (財)和歌山県文化財研究会 1983年

(註 10)『 和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報 3』 (財)和歌山市文化体育振興事業団 1996年

(註 11)『 岡村遺跡確認調査概報』海南市教育委員会 海́南市文化財調査研究会 1980年

(註 12)註 7文献に同じ
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19971125

25

個人

住宅

建築

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西吉礼遺跡 散布地
弥生時代

占墳時代
大溝 (1目河道)

弥生土器・須恵器

上師器・石器

古墳時代の

河道を検出。

ら、りがな

所収遺跡名
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所在地

コード
JL糸章 東経 調査期間 踏

耐
ｍ

調査
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市町村 遺跡番号
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岡 村 遺 跡

和歌山県

和歌山市
もとわたり
本 渡

3020150 395

34°

101

17‖

135°

131

43‖

19980216

19980310

ワ
“

つ
０

盛上

工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

岡 村 遺 跡 散布地 弥生時代 水田、土坑、満

弥生土器、石器

赤色顔料を塗布した壼

多子L土器、台形土器

中期の河道

後期の水田
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西吉礼遺跡

岡村遺跡
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7-24
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調査前の状況 (南から)

全景 (南から)
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SD 2土層堆積状況 (北東から)
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調査区土層堆積状況 (西から)



図
版
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西
吉
礼
遺
跡
　
摯屋
物

第 5層出土土器 2弥生土器 壺

第 5層出土土器  6弥生土器 底部

第 5層出土土器 11弥生土器 壼

第 5層出土土器  4弥生土器 甕

第 5層出土土器  10弥生土器

第 5層出土土器

第 5層出土土器  14弥生土器 壺 第 5層出土土器
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SD-1出 土土器  22須恵器

22

杯蓋

|||■ |‐■‐‐|‐ |  ‐               25

SD-1出 土土器  25須恵器 台付鉢

‐   28‐  ‐

SD-1出 土土器  28須恵器 甕

31

SD-1出 土土器  31須恵器

23

SD-1出 土土器  23須恵器 杯蓋

SD-1出 土土器 27須恵器 平瓶

32

高杯

29須恵器

SD-1出 土土器 32須恵器
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版
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西
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跡
　
湮屋
物

第 5層出土土器 34須恵器 杯蓋

第 3層出土土器 37須恵器 甕

第 5層出土土器  35須恵器 杯蓋

第 5層出土土器 39土師器 小型丸底壺

40石鏃、 41～ 44叩石、 45 46磨石
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5

5弥生土器 甕

8

SK― 出土土器  8弥生土器 壺

4

4弥生土器 甕

7

7弥生土器 壷

SK-3出土土器 9弥生土器 甕

11

SK-1出土土器  11弥生土器 壺
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S×-3出土土器  16弥生土器 壺

S×-1出土土器  23弥生土器 甕

SX-1出土土器  19～ 21弥生土器

28～ 30弥生土器

SX-3出土土器  17弥生土器 甕

SX-1出土土器  24弥生土器 脚部

痣 :

壺、 22弥生土器 甕、 25

底部、 31弥生土器 甑

26弥生土器 高杯、 27弥生土器 鉢、



33

SD-2出 土土器  33弥生土器 壷

|  |       ‐             36

SD-2出 土土器  36弥生土器 壺

34

SD-2出 土土器  34弥生土器 壷

54

SD 2出 土土器  54弥生土器 鉢

鮭1

||ぼ ::懸 1壼
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驚攘

SD-2出土土器 41～ 48弥生土器 甕
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SD-2出土土器

SD 2出 土土器 55弥生土器 鉢

52弥生土器 高杯、 56弥生土器

63弥生土器 底部

蓋、 57～ 59弥生土器 脚部

SD-2出 土土器 64弥生土器 脚部

SD 2出土土器 66弥生土器 脚部 SD-2出土土器 67弥生土器 脚部
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69

69弥生土器 壺

85

脚部

71

71弥生土器 壼

79

79弥生土器 壺

85弥生土器 86弥生土器 甕
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87弥生土器 底部

89土師器 小型丸底壺

92土師器 高杯

91土師器 甕

94土師器 高杯

95土師器 高杯 96土師器 高杯
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98多孔土器 99～ 101ミニチュア土器

105 106不 明土製品、 107 108土玉
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102台形土器

103・ 104・ a b台形土器
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109 111 ]12 113石鏃、 114 115スクレイパー

]16～ 120石包丁、 121 a b石 包丁未製品
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122  123  a  b叩 石、 C  d砥石

124磨石、 125棒状石製品、 126舌状石製品
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